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  講師派遣 

【テーマ】 
・多文化共生とは 
・やさしい日本語 
・災害時対応 
・地域日本語教育 
 
 

【実績】 
・件数 56件 
（内訳） 
 自治体 19件 
 国際交流協会 16件 
 学校 8件 
 NPO/NGO 3件 
 その他 10件 

【参加者の声】 
・私は外国人の状況
を知ってるようでわ
かった気になっている
だけかもしれないと気
づいた。 
・「やさしい日本語」を
もっと広めてほしい。 

今年度も、主に「やさしい日本語」、「災害時対応」、「地域日本語教育」 
の３つのテーマで多数の研修機会をいただきました。件数は昨年度より少なく 
なっていますが、規定額でご依頼いただける割合が増えたことで収益増となり 
ました。（土井） 
NPO職員のキャリアアップや小さな子どもがいる中での働き方について、 
お話しさせていただく機会が増えてきました。（河村） 土井佳彦 河村槙子 

各地での多文化共生への基礎理解や、テーマ別に 
具体的な実践事例の紹介、今後の取組みについ 
て考える場づくり等をサポートする。  
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あいち 
多文化映画祭2015 

写真１ 

【映画祭】 
・日時 
2016年3月4,5,6日 
・場所 
名古屋YWCA(4)/ﾌﾞﾗｻﾞｰ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾍﾟｰｽ (5,6) 
・参加者 38名 
・上映作品 6作品 

【成果・課題】 
・ゲストトークでは、参
加者を巻き込んで内
容の濃い話ができた。 
・広報の遅れから思う
ように参加者を集め
ることができなかった。 

【参加者の声】 
・自分が知らない事
絵を多く学べた。 
・日本人として在日の
方や外国人への接し
方に考えさせられるも
のがあった。 

今回多くの方に参加してもらうことは難しかったですが、参加された方には映画とゲス
トトークを通して、多文化共生について知る機会を提供できたのではないと思います。 
今後も映画祭が、今まで多文化共生について関心がなかった人たちへのアプローチ
の場になればいいなと思います。 
 

堀江結 

映画というツールを用いて、これまで「多文化共生」
や「外国人」にあまり関心を持つことがなかった人
たちが気軽に集まり、ともに考える機会を提供する。 
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 あいち日本語学習支援 
 プラットフォーム構築事業 

【概要】 
・地域日本語教育
コーディネーター会議 
・子育て世代のため
の日本語教室 
・日本語学習支援
ポータルサイト更新 

【成果・課題】 
・愛知県内の地域日
本語教室の課題と改
善策が整理され「見
える化」できた 
・外国人ママに役立
つ日本語教育内容を
検討・実施できた 

【教室参加者の声】 
・新しい友達と情報交
換をするようになった。 
・絵本を前よりも手に
取るようになった。 
・道で外国人親子を
見かけたら挨拶をす
るようになった。 

県内の地域日本語教育コーディネーターが一堂に会して課題の整理や改善
策の検討をしっかり議論し、今後取組むべきことがみえてきました。（土井） 
知立市、刈谷市、安城市で子育て中の外国人ママのための日本語サロンを
開催しました。サロンに参加したことでお子さんの幼稚園入園が決まったり、
ママ友ができたりと参加者から嬉しい声が聞かれました。（河村） 

愛知県内の地域日本語教育について、継
続的に課題の整理や改善策を検討する
場とネットワークを構築。（文化庁委託事業） 

土井佳彦 河村槙子 
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 四日市市日本語 
 学習支援事業 

【概要】 
・期間 
2015年6月〜2016年3月 
・地域、対象 
 四日市市内（6教室） 
・内容 
 日本語レベルチェック 
 ネットワーク会議、他 

【成果・課題】 
・日本語レベルチェッ
クシート2015に「知識
編」を追加 
・四日市日本語教室
マップ4言語版を作成 
・地域日本語教育
コーディネーター1名 

【次年度への提案】 
・日本語レベルチェッ
クテスターの養成 
・モデル地域での教
室運営改善 
・日本語レベルチェッ
クシートの改良、他 

実際に日本語レベルチェックを行ってみて、日本語力が高くても生活に必要な知識が 
不足している人、反対に知識はあっても日本語力がともなっていない人がいることが 
わかり、今後の学習指導内容を見直すきっかけになりました。次年度は、教室での 
受入れ時点からチェックを行い、学習の成果を可視化できるような仕組みづくりに 
チャレンジしたいと思います。 

外国人市民の生活の安定と自立に向けて、日本語
学習機会の提供や質の向上等、市内の関係者とと
もに日本語学習支援の仕組みづくりを行う。 

土井佳彦 
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 外国にルーツを持つ子どもの 
 発達障害に関する支援体制 
 構築事業 

写真１ 

写真２ 

【概要】 
・日時 
①2015年12月27日(日) 
②2016年1月24日(日) 
③2016年2月7日(日) 
・場所 
碧南市、知立市 
・参加者等 
①約25名 ②19名 ③14名 

写真３ 

【成果・課題】 
・地域を絞って研修会
を実施したため、近隣
の小中学校の先生が
多く参加してくださった。 
・研修会に、知立市長
が参加してくださり、関
心を寄せてくださった。 

写真４ 

【参加者の声】 
・HPや教材の紹介、

具体的な対処方法、
ツール、手立てが聞
けたのがよかった。 
・子どもの限界を決め
ないという言葉が心
に響きました。 

写真６ 

写真５ 

外国にルーツを持つ子どもたちの発達障しょ
うがいについて、保護者や支援者が必要な
支援スキルを身につける機会を提供する。 

河村槙子 

本事業では、研修会の前に保健センターや子育て支援センターの職員さん、小中学校の 
先生、発達障がいのお子さんのいる保護者の方々にヒアリングを行い、現状の把握に 
努めました。2015年度はその結果に基づいて研修会のテーマを設定しました。 
2016年度以降は、保護者向けのリーフレットの作成など、他の支援も行っていく予定です。 
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 情報発信 

【ニュースレター】 
・発行 なし 
・部数 0 
 
【ブログ】 
・投稿数 11件 
・訪問者数 533人 
・ページビュー 2,367 

【ホームページ】 
・アクセス  9,547件 
・問合わせ 17件 
 
【facebookページ】 
・投稿数 2,777件 
・いいね！ 1,842 
 

今年度はニュースレターの発行ができませんでした。次年度からは紙媒体 
ではなく、ウェブマガジンとして再スタートします。（河村） 
昨年度、ここで「ブログを週１回程度更新する」と書いたのに、ほとんど 
実行できませんでした。HP, blog, SNSと、それらをどう活用するのが効果 
的かを整理して、情報発信の方針を決めたいと思います。（土井） 

河村槙子 土井佳彦 

多文化共生に関する情報を不特定多数の人に発 
信し、日常における多文化共生の認知度・理解度 
を高める。  
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 その他の取組み 

【やさしい日本語】 
・北九州市博物館 
・NPO法人難民支援協会 
・NTT docomo 
 
【多言語翻訳】 
・NPO法人シェイクハンズ 

今回、韓国の研究者チームと合同 
研究の機会をいただき、日韓の移民 
施策について比較研究と人的交流を 
行うことができました。こうした取組み 

他団体との協働事業を通じて、多文化共生の意識
向上や新たなネットワークづくり等に取り組む。 

【協力事業】 
・スンミョン多文化研究所 
「移民の次世代育成における多文化社会の未来」 

（2015年度トヨタ財団国際助成事業） 
 2016年2月17〜19日、韓国から13名の研究者・実践

者が来日し、名古屋市・浜松市内の関係機関を訪問、
移民次世代育成についてノウハウの共有と議論を
行った。 
 
【共催イベント】 
・多文化共生シンポジウム（7/14） 
 主催  NPO法人シェイクハンズ（文化庁委託事業） 
 

【委員等就任】 
・愛知県「第三次教育振興基本計画検討会議」委員 
・愛知県「あいち多文化共生推進会議」委員 
・愛知県「災害多言語支援センター検討会議」委員 
・愛知県「外国人県民あいち会議」委員 
・（公財）あいちコミュニティ財団 助成等選考委員 
・市民の伊勢志摩サミット「移民・難民・多文化共生」 
 分科会コーディネーター 

【ファンドレイズ】 
・東海ろうきん 
「NPO寄付システム」 
 
 登録 1件 
 
 

土井佳彦 

は今後も継続して行い、 
アジア間での多文化共 
生社会づくりに貢献して 
いきたいと思います。 
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名古屋市中区新栄町2-3
YWCAビル6階

第  7　期

決　算　報　告　書

自 2015年 6月 1日

至 2016年 5月31日

NPO法人多文化共生リソースセンター東海
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【経常収益】
  【受取会費】
    団体正会員受取会費 100,000 
    個人正会員受取会費 90,000 
    賛助会員受取会費 24,000 214,000 
  【受取寄付金】
    受取寄付金 192,513 
  【受取助成金等】
    受取助成金 469,710 
  【事業収益】
    事業　収益 3,659,546 
    受託事業収益 5,301,703 8,961,249 
  【その他収益】
    雑　収　益 4 
        経常収益  計 9,837,476 
【経常費用】
  【事業費】
    （人件費）
      給料　手当 2,594,800 
      通　勤　費 126,853 
      法定福利費 245,683 
        人件費計 2,967,336 
    （その他経費）
      業務委託費 110,000 
      諸　謝　金 2,103,186 
      印刷製本費 291,022 
      会　議　費 8,744 
      旅費交通費 1,237,486 
      通信運搬費 181,277 
      消耗品　費 170,619 
   　 水道光熱費 57,022 
　　　地代　家賃 354,466 
      賃  借  料 387,420 
      保　険　料 23,340 
      租税　公課 400 
      支払手数料 21,337 
      管理　諸費 347,351 
      支払　利息 43,743 
        その他経費計 5,337,413 
          事業費  計 8,304,749 
  【管理費】
    （人件費）
      給料　手当 68,120 
      通　勤　費 3,387 
      法定福利費 6,559 
        人件費計 78,066 
    （その他経費）
      諸　謝　金 420 
      印刷製本費 70 
      会　議　費 656 
      旅費交通費 22,087 
      通信運搬費 16,397 
      消耗品　費 2,238 
      水道光熱費 2,500 
      地代　家賃 15,542 
      諸　会　費 55,000 

活　動　計　算　書
[税込]（単位：円）

自 2015年 6月 1日  至 2016年 5月31日NPO法人多文化共生リソースセンター東海
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活　動　計　算　書
[税込]（単位：円）

自 2015年 6月 1日  至 2016年 5月31日NPO法人多文化共生リソースセンター東海
      慶　弔　費 26,200 
      租税　公課 200 
      支払手数料 12,529 
      管理　諸費 15,229 
      支払　利息 1,918 
        その他経費計 170,986 
          管理費  計 249,052 
            経常費用  計 8,553,801 
              当期経常増減額 1,283,675 
【経常外収益】
    経常外収益  計 0 
【経常外費用】
    経常外費用  計 0 
        税引前当期正味財産増減額 1,283,675 
        法人税、住民税及び事業税 68,500 
          当期正味財産増減額 1,215,175 
          前期繰越正味財産額 △ 362,006 

          次期繰越正味財産額 853,169 
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  【流動資産】
    （現金・預金）
      現　　　金 90,206 
      普通　預金 4,013,808 
        東海労働金庫 (1,600)
        三菱東京UFJ (4,012,187)
        三菱東京UFJ (21)
        現金・預金 計 4,104,014 
    （売上債権）
      未　収　金 138,285 
        売上債権 計 138,285 
    （その他流動資産）
      前払　費用 30,834 
      立　替　金 12,800 
        その他流動資産  計 43,634 
          流動資産合計 4,285,933 
  【固定資産】
    （投資その他の資産）
      敷　　　金 171,300 
        投資その他の資産  計 171,300 
          固定資産合計 171,300 
            資産の部  合計 4,457,233 

  【流動負債】
    未　払　金 283,774 
    前　受　金 930,290 
    短期借入金 50,000 
      流動負債  計 1,264,064 
  【固定負債】
    長期借入金 2,340,000 
      固定負債  計 2,340,000 
        負債の部  合計 3,604,064 

        正味財産 853,169 

《資産の部》

《負債の部》

NPO法人多文化共生リソースセンター東海
財　産　目　録

[税込]（単位：円）

2016年 5月31日 現在
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  【流動資産】
    （現金・預金）
      現　　　金 90,206 
      普通　預金 4,013,808 
        現金・預金 計 4,104,014 
    （売上債権）
      未　収　金 138,285 
        売上債権 計 138,285 
    （その他流動資産）
      前払　費用 30,834 
      立　替　金 12,800 
        その他流動資産  計 43,634 
          流動資産合計 4,285,933 
  【固定資産】
    （投資その他の資産）
      敷　　　金 171,300 
        投資その他の資産  計 171,300 
          固定資産合計 171,300 

            資産の部  合計 4,457,233 

  【流動負債】
    未　払　金 283,774 
    前　受　金 930,290 
    短期借入金 50,000 
      流動負債  計 1,264,064 
  【固定負債】
    長期借入金 2,340,000 
      固定負債  計 2,340,000 
        負債の部  合計 3,604,064 

  【正味財産】
    前期繰越正味財産額 △ 362,006 
    当期正味財産増減額 1,215,175 
      正味財産　計 853,169 
        正味財産の部  合計 853,169 

          負債・正味財産合計 4,457,233 

《資産の部》

《負債の部》

《正味財産の部》

NPO法人多文化共生リソースセンター東海
貸　借　対　照　表

[税込]（単位：円）

2016年 5月31日 現在全事業所
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【重要な会計方針】
　財務諸表の作成は、ＮＰＯ法人会計基準（2010年７月20日　2011年11月20日一部改正　ＮＰＯ法人
会計基準協議会）によっています。

(1).消費税等の会計処理
　消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

【事業別損益の状況】
事業別損益の状況は別紙の通りです。

【使途等が制約された寄付等の内訳】
[税込]（単位：円）

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高
多文化映画祭 0 400,000 400,000 0

外国人の子どもの
発達障がいに関する
支援ツール作成事業

0 69,710 69,710 0

合計 0 469,710 469,710 0

【借入金の増減内訳】
[税込]（単位：円）

科目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高
短期借入金 50,000 0 0 50,000
長期借入金 2,964,000 0 624,000 2,340,000

合計 3,014,000 0 624,000 2,390,000

【役員及びその近親者との取引の内容】
　役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

[税込]（単位：円）

科目 財務諸表に計上された金額 内役員及び近親者との取引

（活動計算書）
受取寄附金 192,513 183,124

活動計算書計 192,513 183,124

（貸借対照表）

短期借入金 50,000 50,000

貸借対照表計 50,000 50,000

財務諸表の注記
2016年 5月31日 現在NPO法人多文化共生リソースセンター東海

備考
夢屋基金

あいちモリコロ基金（総
額100万円のうち、当該事
業年度分を計上）
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事業報告

上記のとおり報告いたします。

2016年7月14日

代表理事　　土井佳彦　腰

事務局長　　　　佐藤槙子

監査報告

2015年度（2015年6月1日から2016年5月31日まで）特定非営利活動法人

多文化共生リソースセンター東海決算書類を監査した結果、適正であることを

認めます。

監事　　　市束　圭
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 2016年度 事業計画 
１．多文化共生理解促進事業 

１）あいち多文化映画祭2016 
  映画を通じて、若者世代への多文化共生への理解・関心を広める。 
 

２）講師派遣 
  多文化共生に関する研修会やセミナー等に講師を派遣。 

２．外国人住民の社会参画促進事業 
１）「あいち日本語学習支援プラットフォーム」推進プロジェクト 
                                 （文化庁委託事業） 
  県内の地域日本語教室にアドバイザーを派遣し、課題改善をサポート。 
  アドバイザーの研修会や東浦町で日本語通信講座等を開催。 
 
２）平成28年度四日市日本語学習支援事業 （四日市市委託） 
  独自の日本語能力レベルチェックツールの改訂や、笹川地区をモデルに 
  教室運営改善等、質の向上をサポート。 
 
３）外国人コミュニティサポート事業  
  外国人主体のNPOに対する運営や各種相談対応。 

４．「外国につながる子ども」の健全育成に関する事業 

１）外国人の子どもの発達障がいに関する支援ツール 
  作成事業（あいちモリコロ基金助成事業） 
  発達障がいのある外国人の子どもの保護者及び療育を行う事業所向けに 
   リーフレットを作成 
 
２）「外国人の子どもと発達障がい」を考えるシンポジウム 
  （愛知県国際交流協会補助事業） 
  「外国人の子ども」及び「発達障がい」の双方の知識に長けている 
  支援者等をゲストに招いてシンポジウムを開催 
   

３．多文化共生社会づくりに関する情報及び人材のネットワーク構築事業 
１）ウェブマガジン『たぶんか便り』発行 NEW 
  これまで紙媒体だったニュースレターをウェブマガジンに移行。 
  年2回程度、多文化共生に取り組む団体・個人を紹介。 
 
２）ウェブサイトによる多文化情報発信  
  HPやSNSで多文化共生に関するニュースやイヘン゙ト案内等を紹介。 

５．その他、上記の目的達成に必要な事業 

１）多言語コーディネート、２）先進事例視察コーディネート、３）寄付促進プロジェクト  
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[税込]（単位：円）
自 2016年 6月 1日  至 2017年 5月31日

科　目 今年度予算(B)
 Ⅰ経常収益
　１．受取会費
      正会員受取会費 100,000 5,000円×20人
      賛助会員受取会費 60,000 3,000円×20人
      団体会員会費収益 160,000 20,000円×8団体
　２．受取寄付金
      受取寄付金 150,000 事業による寄付を含む
　３．受取助成金等
      受取助成金 1,030,290 モリコロ基金、愛知県国際交流協会補助金
　４．事業収益
      事業  収益 6,870,668 講師派遣、委託事業、自主事業等
　５．その他収益
      その他収益 0
      受取利息 0
        経常収益  計 8,370,958
Ⅱ経常費用
　１．事業費
    (1)人件費
      給料  手当 2,145,000 職員、アルバイト給与
      法定福利費
      通　勤　費
　　　　　人件費　計 2,145,000
　　(2)その他経費
      通　信　費 120,640 インターネット、電話代、郵送費
　　　業務委託費
      諸　謝　金 1,708,500 外部講師謝金等
      旅費交通費 302,620 職員、アルバイト交通費
      会　議　費 4,800 お茶代等
      地代　家賃
      賃　借　料 130,000 会場代等
      消耗品　費 153,454 文具、インク代等
      水光熱　費
      印刷製本費 330,871
      租税　公課
      保　険　料
      支払手数料 31,000
      広告宣伝費
      雑　　　費 10,000
　　　　　その他経費　計 2,791,885
            事業費  計 4,936,885
　２．管理費
　　(1)人件費
      給料  手当 815,000 職員給与
      通　勤　費
      法定福利費 252,242 職員社会保険代等
      福利厚生費
　　　　　人件費　計 1,067,242
　　(2)その他経費
      通  信  費 180,000 電話代、PC通信代（15,000円／月×12ヶ月）
      水道光熱費 72,000 YWCAビル12ヶ月分（6,000円／月×12ヶ月）
      旅費交通費 150,000
　　　業務委託費 300,000 経理代行
      会  議  費 5,000
      事務用消耗品費 10,000
      修  繕  費
      地代  家賃 370,008 YWCAビル12ヶ月分（30,834円／月×12ヶ月）
      諸　会　費 55,000
      租税  公課 70,000 法人税、印紙代等
      支払手数料 10,000
      管理  諸費 278,200 税理士報酬
      支払　利息 34,937 返済表より
      雑      費
　　　　　その他経費　計 1,535,145
　　　　　　　管理費　計 2,602,387
　　　　　　経常費用　計 7,539,272
　　　　　　当期経常増減額 831,686

※他に、長期借入金返済680,000円あり

活動予算書
NPO法人多文化共生リソースセンター東海

予算備考

 
  　　　　　　16



 役員改選 

【重任】 

【退任】 

役 名 氏 名 現 職 等 

代表理事 土井 佳彦 NPO法人多文化共生リソースセンター 東海 

副代表理事 佐藤 槙子 NPO法人多文化共生リソースセンター 東海 事務局長 

理  事 大島 ヴィルジニア ユミ 多国籍青年による法律勉強会パザパ 副代表 

理  事 河村 八千子 NPO法人フロンティアとよはし 理事長 

理  事 田村 太郎 一般財団法人ダイバーシティ研究所 代表理事 

監  事 市來 圭 OKB総研 主任研究員 

役 名 氏 名 現 職 等 

理  事 関戸 美惠子 一般社団法人SR連携プラットフォーム 代表理事 
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